
農業技能実習評価試験（専門級）学科試験は、過去に出題された試験問題の中から、

その一部を公開しています。問題は、正誤式と三択式があります。

(1) 日本の国土は、６０％が山、残り４０％が農地、
にほん こくど やま のこ のうち

農地の半分が水田です。
のうち はんぶん すいでん

(2) 通常よりも収穫時期を早めるものを促成 栽培、
つうじょう しゅうかく じ き はや そくせいさいばい

遅らせるものを抑制 栽培といいます。
おく よくせいさいばい

(3) 連作 障害 を防ぐ方法に、違う種類の作物を
れんさくしょうがい ふせ ほうほう ちが しゅるい さくもつ

順番 に栽培する混作があります。
じゅんばん さいばい こんさく

(4) 摘葉は、風通しをよくし、 光 がよく当たるようにするのが
てきよう かぜとお ひかり あ

目的です。
もくてき

(5) 農薬は鍵のかかる場所に保管し、使用簿をつけます。
のうやく かぎ ばしょ ほかん し よう ぼ

施設園芸（専門） 学科

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん



(6) 日本の施設栽培は、日照時間が長い日本海側で盛んです。
にほん しせつさいばい にっしょう じかん なが にほんかいがわ さか

(7) 連棟型ハウスは、単棟型ハウスに比べ、暖房の効率が
れんとうがた たんとうがた くら だんぼう こうりつ

悪くなります。
わる

(8) ハウスで自然換気をする場合、最初に出入り口を開けます。
しぜん かんき ばあい さいしょ で い ぐち あ

(9) 気温の低い早朝に野菜を収穫すると、予冷の効果が
きおん ひく そうちょう や さい しゅうかく よれい こうか

高くなります。
たか

(10) 摘葉は、余分な実を摘みとる作業です。
てきよう よぶん み つ さぎょう

解答欄
かいとうらん
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解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん



(11) 「８−１６−１２」と表示された肥料の窒素 成分 の割合を
ひょうじ ひりょう ちっそせいぶん わりあい

次の中から選び、番号を書きなさい。
つぎ なか えら ばんごう か

① ８％

② １６％

③ １２％

(12) 雑草の発生を防ぐ効果が最も高いマルチングフイルムを
ざっそう はっせい ふせ こうか もっと たか

次の中から選び、番号を書きなさい。
つぎ なか えら ばんごう か

① 透明フイルム
とうめい

② 黒色フイルム
くろいろ

③ 緑色 フイルム
みどりいろ

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん
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(13) 混合油を使う農業機械を次の中から選び、番号を書きなさい。
こんごう ゆ つか のうぎょう きかい つぎ なか えら ばんごう か

① 歩行用トラクタ
ほ こうよう

② 草刈り機（２サイクル）
くさ か き

③ 乗用トラクタ
じょうよう

(14) 日本の施設栽培で第１位の栽培 面積の品目を次の中から選び、
にほん しせつさいばい だい い さいばいめんせき ひんもく つぎ なか えら

番号を書きなさい。
ばんごう か

① 花
はな

② 果樹
かじゅ

③ 野菜
やさい

施設園芸（専門） 学科

解答欄
かいとうらん

解答欄
かいとうらん


